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世界世界世界世界はどこにはどこにはどこにはどこに向向向向かっているかかっているかかっているかかっているか

激しいグローバリゼーションのもとで、今、人類はどう進むべきかが鋭
く問われているといえるであろう。
今回はこの資本主義の世界化の問題点に焦点をあてて考えてみた。
するとこの問題には、資本主義そのものをいかに理解するかということ
も、さらにもともとそれを生んだ人類の文明そのものの問題にもぶち当
たることとなった。
さらに、グローバリゼーションを深く考え、それが現瞬間だけの問題で
ないことを知ると、それが一つの法則的な傾向の問題であり、社会主
義、共産主義の成立、消滅にもかかわることが明らかになったのであ
る。
これらについては、大胆に多くの問題にふれたつもりである。
本書は、十勝均整社の講習会での講演用のための要旨として、とり急
ぎ、四日間という短時日で、ほとんど見直しもできずに、なぐり書きした
ため、不正確な記述が多々あることは否めない。その点は、誠に勝手
ながら御了解賜りたい。
本書から何かを得て頂ければ幸甚である。


